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ごみ問題や子育てなどを話し合う 1 期、2 期の会議の振り返りや行政の関わりを提案

第
3
期
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議

具
体
策
を
考
え
、

　
　
行
政
に
反
映
を
望
む

　

7
月
21
日
、
第
3
期
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
の
第

2
回
会
議
を
役
場
で
開
き
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
協
議
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
話
し
合
う

テ
ー
マ
に
沿
い
、
ご
み
問
題
や
子
育
て
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
1
期
、
2
期
の
町
民
会
議
の
提
案
が
行

政
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
検
証
し
て
み
る
必
要
が
あ

る
と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ

れ
る
町
民
会
議
と
し
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

【
グ
ル
ー
プ
協
議
の
ま
と
め

（
主
な
も
の
）】

●
地
域
で
の
子
育
て
に
つ
い

て
、
ま
ず
、
あ
い
さ
つ
を
す

る
こ
と
が
大
切
。
今
の
子
ど

も
た
ち
は
、
あ
い
さ
つ
し
て

も
返
っ
て
こ
な
い

●
ご
み
の
分
別
な
ど
に
つ
い

て
マ
ナ
ー
が
悪
い

特
に
野
焼
き
に
困
っ
て
い
る

の
で
、
広
報
な
ど
で
周
知
し

て
ほ
し
い

●
犬
の
散
歩
を
す
る
人
の
マ

ナ
ー
が
悪
い
。
ふ
ん
の
始
末

も
し
な
い
人
が
い
る
の
で
、

広
報
な
ど
で
周
知
し
て
ほ
し

い●
町
営
バ
ス
に
つ
い
て
、
第

一
、
第
三
土
曜
日
は
運
休
し

て
い
る
。
デ
マ
ン
ド
バ
ス
な

ど
の
方
法
で
対
応
で
き
な
い

か●
限
界
集
落
を
ど
う
維
持
す

る
の
か
。
道
路
の
草
刈
り
な

ど
暮
ら
し
を
守
る
方
策
が
あ

れ
ば
知
り
た
い

●
第
1
、
第
2
期
の
町
民
会

議
の
内
容
が
行
政
に
反
映
さ

れ
て
き
た
か
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
。
何
を
進
め
て
よ
い

の
か
見
え
て
こ
な
い

●
防
災
訓
練
に
出
て
来
れ
な

い
高
齢
者
を
ど
の
よ
う
に
守

る
か
が
課
題

●
認
知
症
高
齢
者
が
増
え
て

い
る
が
、
支
え
る
た
め
に
も

小
さ
い
グ
ル
ー
プ
で
も
良
い

の
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

サ
ロ
ン
を
多
く
作
っ
て
ほ
し

い
。
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野
外
で
の
ご
み
焼
却
（
野
焼
き
）

知
っ
て
ま
す
か
？

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

　

平
成
13
年
4
月
1
日
か
ら
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、
野
外
焼
却
（
野

焼
き
）
は
一
部
例
外
を
除
き
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
の
第
16
条
の
2
で
は
「
何
人
も
、
次
に

掲
げ
る
方
法
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
廃
棄
物
を
焼
却

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。
野
焼
き
を
す

る
と
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

野
焼
き
は
、
悪
臭
・
黒
煙
で
洗
濯
物
が
干
せ
な
い

な
ど
の
苦
情
の
原
因
に
な
る
ほ
か
、
燃
や
す
も
の
に

よ
っ
て
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
が
発
生

し
生
活
環
境
の
悪
化
、
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
、
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

▶廃棄物処理基準に従うこと
　法律で定める構造を持った焼却設備で

　ないと焼却できません。（簡易な炉で

　の焼却はできません）

▶ほかの法律で定められた焼却方法に従
　うこと
　森林病害虫等防除法に基づき、病害虫

　が付着した木の枝の焼却、家畜伝染病

　予防法に基づき、伝染病に感染した家

　畜の死体の焼却など

▶災害、風俗習慣上、農業・林業を営む
　ためなど必要な廃棄物は焼却できる
　災害復旧時の木くず、とんどさん、林  

  業者が伐採した枝などの焼却ほか

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第 16 条の 2（焼却禁止）

ドラム缶での焼却
ブロックを積んだ
だけの焼却場

プラスティック類
の焼却

皆さんのお宅では、こんなことしていませんか・・・？

野焼きの例外（必要な廃棄物の焼却）
廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第 14条ほか

▶罰 則
●法第 16条の 2の規定に違反して、廃棄物を焼却した場合
　5 年以下の懲役もしくは 1000 万円以下の罰金が科せられるほか、
　懲役と罰金両方が科せられる場合があります。

①国または地方公共団体がその施設の管理を
　行うため

■河川敷や道路脇の伐採した草木の焼却など

②震災、風水害、火災、凍霜害その他の災害の
　予防、応急対策または復旧のため

■災害復旧時などの木くずの焼却、火災予防

　訓練時の模擬火災のための焼却など

③風俗慣習上または宗教上の行事を行うため
■しめ縄、門松などを焼くとんど焼き、大文

　字焼きなど古くから伝わる風俗慣習的な行

　事など

④農業、林業または漁業を営むためにやむを得
　ないもの　※家庭で剪定した樹木は対象外

■焼き畑、あぜの草、稲わら、伐採した枝、

　漁網にかかったごみなど

⑤たき火その他日常生活を営む上で通常行われ
　る廃棄物の焼却であって軽微なもの

■落ち葉焚き、キャンプファイヤー

　※消防法により、消防署への届け出が必要です。

⑥森林病害虫等防除法に基づく病害虫が付着し
　た木の枝

■農林水産大臣が森林資源に重大な損害を与

　えると判断したとき。個人での判断は不可

⑦家畜伝染病予防法に基づく伝染病にかかった
　家畜の死体

■農林水産省令で定める基準に基づく指示で

　焼却する。ペットが死んだ場合は非該当

　家庭でのごみ焼却行為は軽微な焼却に該当せず
野焼きになりますので、決められた収集日に出し
てください。
　また例外と認められていることも、大量の煙や
においが発生すれば苦情の原因になりますので、
風向きや時間、近所の理解など配慮が必要です。

【問合せ】役場産業振興課
                 （電話 72 - 2101）

ルールとマナーを守りましょう！


